
（別紙２）

平成16年度全国都市再生モデル調査の実施について

先般、都市再生本部（４月１３日会合）において全国の都市再生の幅
広い展開に資するため実施することが決定された「全国都市再生モデル
調査」については、応募(期限：５月１４日)のあった５６６件の提案の
中から、先導的な都市再生活動１６２件を選定 し、実施することとし※）

たので、概要を公表します。

※）都市再生本部事務局が選定

１ 選定された提案（調査名、実施地域及び提案団体の名称）については、
別添資料 のとおり。

＊ 選定に当たっては、

（１） 応募のあった提案の中から、
○ 地域が「自ら考え自ら行動する」自由な発想と創意工夫に基づく先導的な
都市再生活動であること
○ 国費による調査の対象となる取組が平成１６年度中に実施可能であること

、○ テーマの具体性・確実性があり、既存の調査・制度との競合がないこと
また、住民代表・地元企業の参加やまちづくりの専門家等との積極的連携が
あること
を確認しつつ、地域資源の活用、閉塞状況打破の方向性その他他にない特徴が
あるか等の観点から総体的に優れているものを選定。
＜重点事項＞
① 省際･連携分野、狭間分野、ＮＰＯ等の民間まちづくり主体との協働分野
② 都市の魅力づくり、高齢化等の社会像の急速な変化に対応した新たなサ
ービスやビジネスの創出など、まちづくりの戦略的な「核」となるソフト
施策を重視
③ 既存ストック活用など、施設整備だけでなく、利用の高度化や成果重視
の徹底による投資の効用の増大

（２） 地域再生計画、構造改革特別区域、一地域一観光等観光施策と連携・協調し
相乗効果を発揮する提案を積極的に選定。

（３） 支援を得られる機会がなるべく多くの意欲的活動に提供されること、地理的
に著しく偏らないこと、選定案件総体としてなるべく多様で幅広い内容が含ま
れるものとすることに配慮。

２ 今後、全国各地域でこれら意欲的提案に沿い、都市再生を推進・支援。

＊ 今回選定された提案に係る応募団体に対しては、調査が本年度内に円滑に実施さ
れるよう、調査内容を確認の上、必要に応じ、関係者との調整状況、配分可能額等
に応じた提案の修正への対応をお願いすることがあります。



<参 考> 平成16年4月13日都市再生本部決定（平成16度都市再生プロジェクト推進調
査費の対象及び配分について） 抄

２ 「全国都市再生モデル調査」は、以下の事項を重点事項として、地域が「自ら考え．
自ら行動する」先導的な都市再生活動を募集・選定して行うものとする。

① 省際・連携分野、狭間分野、ＮＰＯ等の民間まちづくり主体との協働分野

② 都市の魅力づくり、高齢化等の社会像の急速な変化に対応した新たなサービス
やビジネスの創出など、まちづくりの戦略的な「核」となるソフト施策を重視

③ 既存ストック活用など、施設整備だけでなく、利用の高度化や成果重視の徹底
による投資の効用の増大

《スケジュール》

４月１４日 募集開始
５月１４日 提案締切、６月中を目途として選定




